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修士課程の概要

医理工学専攻  修士課程・博士後期課程案内

■ 標準履修期間：2年間
長期履修制度：社会人等の場合、2年分の授業料で最大4年間在学
可能です。

■ 修了要件
①大学院に2年以上在学　②所定の単位30単位以上を修得
③必要な研究指導を受け、修士論文の審査、試験に合格

■ 取得可能な学位：修士（医理工学）

■ 取得可能な資格（受験資格）：医学物理士
（「医学物理士プログラム紹介」11ページをご参照ください）

■ 奨学金制度
日本学生支援機構（JASSO）による奨学金のほか、北海道大学を
指定する各種民間奨学金、地方自治体の奨学金制度があります。
（詳細は、北海道大学ウェブページをご参照ください）

修士課程に入るには 〈 入試について 〉

● 募集人員
医理工学専攻12名（社会人入試の募集人員を含む）

● 出願資格（一般入試）
国内外の大学を卒業した方または令和4年3月までに卒業
見込みの方

本学院において個別の入学資格審査により、上記と同等
以上の学力があると認めた方など

● 出願期間
令和3年7月19日（月）から令和3年7月27日（火）まで

〈第二次募集〉
令和3年12月9日（木）から令和3年12月15日（水）まで※

出願受付時間：午前9時から午後5時まで。郵送による
場合は書留速達とし、出願期間内必着のこと

● 試  験  日
令和3年8月24日（火）／（第二次）令和4年1月25日（火）〈予定〉※

●入学検定料※30,000円　●入学料※282,000円
●授業料535,800円（年額）
（入学料と授業料は予定額です）諸 費 用

博士後期課程の概要

■ 標準履修期間：3年間
長期履修制度：社会人等の場合、3年分の授業料で最大6年間在学
可能です。

■ 修了要件
①大学院に3年以上在学　②所定の単位10単位を修得
③必要な研究指導を受け、博士論文の審査、試験に合格
　（申請者が第一著者となっている英文の基礎論文を1編以上提出）

■ 取得可能な学位：博士（医理工学）

■ 取得可能な資格（受験資格）：医学物理士
（「医学物理士プログラム紹介」11ページをご参照ください）

■ 奨学金制度
日本学生支援機構（JASSO）による奨学金のほか、北海道大学を
指定する各種民間奨学金、地方自治体の奨学金制度があります。
（詳細は、北海道大学ウェブページをご参照ください）

博士後期課程に入るには 〈 入試について 〉

● 募集人員
医理工学専攻5名（社会人入試の募集人員を含む）

● 出願資格（一般入試）
国内外の大学において修士または専門職学位を有する方
か令和4年3月までに授与見込みの方

本学院において個別の入学資格審査により、上記と同等
以上の学力があると認めた方など

● 出願期間 
令和3年7月19日（月）から令和3年7月27日（火）まで

〈第二次募集〉
令和3年12月9日（木）から令和3年12月15日（水）まで※

出願受付時間：午前9時から午後5時まで。郵送による
場合は書留速達とし、出願期間内必着のこと

● 試  験  日
令和3年8月24日（火）／（第二次）令和4年1月25日（火）〈予定〉※

●入学検定料※30,000円　●入学料※282,000円
●授業料535,800円（年額）
（入学料と授業料は予定額です）諸 費 用

　医理工学は、生命現象の解明、疾病の克服、人類の健康の増進に向けて、

理工学の知識や技術を活用して研究する学問です。大学院医理工学院は、

医理工学専攻の下に量子医理工学コースと分子医理工学コースの二つの

コースを設けています。

入試・選考の流れ(修士課程・博士後期課程)

5月中旬 6月中旬 8月下旬 9月中旬

10月中旬第二次募集

一 般 入 試

11月上旬 1月下旬 2月下旬

入学
志願者 指導教員の研究内容等

については5～8ページを
ご覧ください。

出願資格審査
募集要項
取り寄せ （必要な場合のみ）

募集要項参照

入学試験※

・課題論文
・口述試験（ （

合格者

発表

指導希望先の分野へ
直接コンタクト

※英語能力は、提出されたTOEFLまたはTOEICのスコアシートにより評価します

分子医理工学コース量子医理工学コース

医理工学院

医理工学専攻

　量子力学から発展した放射線物理学を基礎とし、これ

を医学に応用するために必要な学問体系である量子医

理工学に精通し、放射線治療・粒子線治療とそれに関連

する新たな医療機器に係る専門的知識と技能を有する

人材を育成します。

量子医理工学コース

　生体の分子挙動に関する理工学を医学に生かすため

に必要な学問体系である分子医理工学に精通し、分子画

像診断・分子生物学・放射線生物学等に係る専門的知識

と技能を有する人材を育成します。

分子医理工学コース

　「量子医理工学」の分野で国際的な研究を行い、放射線

治療・粒子線治療とそれに関連する新たな医療機器や技

術の開発において指導可能な知識と技術を有し、国際的

リーダーとして活躍できる人材を育成します。

量子医理工学コース

　「分子医理工学」の分野で国際的な研究を行い、新たな

医療用分子画像装置・分子診断薬・腫瘍溶解ウイルス・放

射線増感技術等の開発研究において国際的リーダーと

して活躍できる人材を育成します。

分子医理工学コース

*募集に関する詳細は、募集要項およびウェブサイト（https://www.med.hokudai.ac.jp/bme/admissions/index.html）にてご確認ください。

※第二次募集は８月の入試の定員充足状況により実施しないことがあります。 ※第二次募集は８月の入試の定員充足状況により実施しないことがあります。※国費外国人留学生（文部科学省奨学金受給者）は不要です。
   願書提出の際、必ずその旨を申し出てください。

※本学大学院修士課程修了見込の方で、引き続き本学院博士後期課程へ
　入学する場合又は国費外国人留学生（文部科学省奨学金受給者）は不要です。
　願書提出の際、必ずその旨を申し出てください。


